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サトウキビの生育、収量と気象要因との関係

宮平永憲・大工政信

(沖縄県農業試験場八重山支場）

調査方法として，生育調査は毎月15日を基準として１

区当り30本を対象に茎数，茎丈，茎径，茎長，茎巾につ

いて調査を行い，収穫時は刈取茎数，薦茎収量，枯死茎

数を各区３畦刈取調査した．気象調査は当試験場内で気

温，日照，降水量などについて観測されたものを利用し

た．月間降水量40"胴以内，５”以上の降水量を積算した

ものである．

1．序論

_股に作物の生育，収量に及ぼす要因として気象的要

因，生物的要因（害虫，雑草，病気等）があげられろ．

中でも気象的要因は人為的にコントロールすることが難

しく，作物に及ぼす影響は大きなものである.それ故,気

象と作物の関係は栽培改善や作況を予想する上で重要な

ものであり，大豆，イネなど数多くの作物において究明

されていろ（宮川他，１９７５；松島他，1964）．サトウキ

ビの収量を比較すると年度により収量変動の大きいこと

がわかる．そのことから，サトウキビの収量は気象によ

って大きく影響されているものと考えられる．このよう

に気象によって収量が大きく左右される作物において

は，栽培技術のみによって収量の安定化を図ろことは極

めて因難であり，安定した収量を得るためには気象との

関係を解明し，それらを基に栽培技術の改善をはかるこ

とが望まれろ．そのような観点から本試験は1965～1975

年まで八重山支場で行われた気象感応試験の結果を参考

に，サトウキビの収量構成要素である茎数，茎丈，茎径

と気象要素の気温，日照，降水量との相関関係を主体に

解析した．

３．結果と考察

（１）サトウキビの収量と諸形質との関係

サトウキビの収量は一般に１本童と単位面積当りの茎

数の積で求められ，収量の主な構成要素は収穫時の茎

数，茎丈，茎径の３要素になることが考えられろ（箱

石，1970）．今，３要素と収量及び３要素間における関

係をみろと，表１に示すように収量と最も相関の高いの

は茎数でｒ＝0.85となり，ついで茎丈がｒ＝0.69を示し

た．しかしながら茎径との相関は認められなかった．茎

径は１本重の構成要素の１つであるが，茎径と収量との

間に相関がないという事から考えろと，1本童に大きく

関与するのは茎丈であることがわかる．

次に茎数（j､）×茎丈（X2），茎数（jrl）×茎丈(X2）

×茎径（r3）と収量の関係をみろと，（ね）×（苑2）

でｒ＝0.96,（j､）×（x2）×（妬3）でｒ＝0.83とな

り，この場合も茎数，茎丈が収量に大きな効果を及ぼ

し，茎径の影響の少ないことを示していろ．

３要素（茎数，茎丈，茎径）の間の関係はいずれの要

素間においても有意な相関は認められなかったが，茎数

と茎径はｒ＝-0.31の関係を示し，茎径は茎数の増加に

伴い細くなる傾向のあることを示している．

以上の事から収量の増減に大きく関与しているのは茎

数，茎丈であることがわかる．そこで収量を増大せしめ

るためには茎数の維持確保と茎丈の伸長促進につとめる

ことが考えられろ．

2．試験方法

試験は沖縄県農業試験場八重山支場内で行ない，供試

品種としてNCo310を用いた．供試面積は１区90派の３

区制とし，１区６畦中３畦を調査用に供した．土壌は川

原統名蔵礫層で耕土はやや深く，ｐＨは6.0前後で、サト

ウキビの生育には好ましい状況にある．

本報告は1965～1973年植付の夏植だけを対照に調査を

行った．植付は各年度とも７月中旬を目途に植付け，翌

々年１月中旬に収穫した．なお，肥培管理は耕種基準に

従って行い，潅水など気象に関連する操作は１切行わ

ず，自然の状況下において栽培した．
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表１収量とサトウキビの諸形質との相関 （２）収穫時の茎数，茎丈と各生育時期における茎

数，生長量との関係

収量に大きく関与している収穫時の茎数，茎丈の２要

素と各月別の茎数，生長量との関係を表２に示した．そ

れらの関係を調べた意図は収穫時の茎数，茎丈が生育期

間中を通じていつ頃の茎数，生長量に最も大きく左右さ

れるかを究明するためである．

Ｈ）収穫時茎数と月別茎数の関係

収穫時茎数と月別茎数についてみろと，表２のとな

り，生育初期の11,12月には低い負の相関がみられ，伸

長期の７月以後において相関がやや高くなり，９月の茎

数と収穫茎数とはｒ＝0.79の有意な相関が認められた．

収量｜茎数｜茎丈｜茎径

収量 0.850*＊ 0.693＊ －０．０４６

茎数 ０．２９４ －０．３１０

茎丈 ０．３５１

茎径

Ｘ１×Ｘ２ Ｘ１×Ｘ２×Ｘ３

収量’0.963*＊ 0.856*＊

X1:茎数Ｘ２:茎丈Ｘ３茎径

表２ 収穫時茎数及び茎丈と月別茎数，生長量との相関

鰯
伸長中期（旺盛期） 伸長後期伸長初期生育初期

８１９１１０lＯｌ１１１１２ ５１６１７３１４

0.3510.14 0．５０ －０．０５ 0.52 0.47 0.79*＊ ０．５６０．２３収穫時茎数と
月別茎数

－０．３４－０．２４

0.2810.68＊ ０．７１＊ 0.65０．８５*＊ ０．４７ ０．３４－０．３３ ０．３３ －０．０５収穫時茎丈と
月間生長量

が考えられろ．それはサトウキビの茎数の推移（図１，

Ａ，Ｂ）からも推定できろ，茎数の推移をみろと，生育

初期（分けつ期）から伸長初期10月～翌４月にかけての

茎数の変動はいちじるしく，伸長中期の翌６月以降から

安定していくような傾向を示していろ．

サトウキビは９月～11月にかけて最も多く分けつが行

われ，全体の約50％以上がこの時期に分けつし，その頃

の分けつ茎が有効茎として大きな比重を占めろといわれ

ていろ（砂川・田名，1968)．このようなことから考えろ

と，収穫時の茎数と最も関連する月は10,11月で，有意

な正相関を示すものと考えられたが，結果は逆の傾向を

示し，有意な相関は認め木/'0〃
られなかった．これは生 ２００

育初期（分けつ期）の分

けつ茎が台風，干ばつな

どの気象災害や病虫}は １５０

ろ被害が多く，分けつ茎茎
数の増減に大きな影きょ

うを及ぼし，その結果，
１００

両者の間に判然とした関数
係があらわれなかったも

のと思われる．

収痩時の茎数と７月以５０

降の茎数の間に相関が認

められることは７月以降

の茎数が収穫時の茎数に

大きく関係していること

《 ｏ－－ｃ１９６７
Ｇ９－－④１９６８

←－△１９５９
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、
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図１(A)，年度別茎数の推移，年度は収穫年度を示す
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０ ６４月から伸長中期にか

けて台風，干ばつ，病害

などにより伸長が阻害さ

れた場合は収穫時の茎丈

が短くなり，逆に初期生

育において伸長が阻害さ

れても，その期間の気象

環境が茎丈の伸長に良好

な状況にあるならば収穫

時の茎丈を増大するこウ

とが予想されろ．これは

サトキピの生長曲線（図

２，Ａ，Ｂ）からも明ら

かなように４月～９月に
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図１(B)，年度別茎数の推移，年度は収穰年度を示す の50％以上を占め，収穫

時茎丈の約半分以上がこ

以上の事から収穫期の茎数により大まかな推定が可能の期間において形成されている．それ故，その期間中に
と思われろ． おける生長量が収穫時の茎丈に影響することが十分考え

（ロ）収穫時茎丈と月間生長量との関係られろ．

表２より収穫時茎丈と月間生長量との関係をみろと，以上のことから考察すると収穫時の茎丈に大きな影響
伸長初期の４月から伸長中期の７月にかけてｒ＝0.65～を及ぼすのは伸長初期の４月から伸長中期の７月までの

0.85内外の有意な相関が認められた．それは収穫時の茎生長量である．すなわちこの期間の生長量が収量の増減
丈がこの期間における生長量に大きく影響することを示を左右するものと思われろ．

していろ．つまり初期生育がいかに良好な状態にあって（５）収量構成要素と気象との関係

収量に最も大きな影響を

及ぼす茎数，茎丈の２要

素と，気温，日照，降水

量との関係を各生育期別

に調べた．結果は表３に

示すとおりである．

（１）月別茎数と気象と

の関係

（ｲ）月別茎数と気温

（月別）

生育初期の12月にｒ＝

0.89の有意な相関を示し

たが，他の生育期におい

ては相関はほとんど認め

られなかった．１２月にお

ける相関関係は低温期の

気温上昇が茎丈にのみな

らず茎数の増加にも影響

することを示している
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図２(A)，年度別生長量の推移，年度は収穫年度を示す
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が，１２月を除き茎数と気

温の相関は極めて低い値

である．このうなことか

ら気温が茎数の増減に及

ぼす効果は極めて少ない

ものと考えられる．

（ﾛ）月別茎数と日照

（月別）

茎数と日照との関係は

伸長初期の３月にｒ＝

0.83,伸長中期の７月に

ｒ＝-0.73の有意な相関

を示した．１～３月の日

照は年間を通して少ない

時期にある．そのため３

月の日照の効果が他の月

に比べて顕著にあらわれ

るものと思われろ．それ

ＣＷＵ

４００

｛ぬ》四（

査刀・“が
鐸・ローグロ
ジ
一
一
デ

／ご糠・ゲ
グ
ク
ク
一

／静．←
ｆ
ジ
グ
｜

／
瀞グ
ケ
ク
ノ

グ
〃
・
グ

ニ
グ
ゲ
タ

〈》＃〃‐

２
３
４
５

７
７
７
７

９
９
９
９

１
１
１
１

●
。
。
△

一
》
》
一

一
一
一
』

300

茎

200 口
々
反
画

一
シ
一
一

一．》一一
声

ひ
鑑

今
経

｛
｝
ご
一

夕
へ
隷
濟

グ
ロ
ン

ニ
ジ
ざ
ぱ
げ

丈

100

1０１１１２１２３４５６７８９１０収月
穫

図２(B)，年度別生長量の推移，年度は収穫年度を示す

収量構成要素と気象との相関表３

濠
生育初期｜伸長初期 伸長中期（旺盛期） 伸長後期

1０１１１１１２１３１４ ８１９１１０１１１５１６１７

月間茎数と
平均気温 －０．１９１０．２４ 0.89*＊ 0.06 0.29 -0.15 ０．０８

－０．３９

0.28 －０．１９ 0.18０．４７
－

－０．４８

0.05

〃

日照 -0.231-0.15 -0.18 －０．２６ 0.28 －０．３８０．８３ ０．２８

－０．３２

０．５４

－０．６１

０．２０

－０．７３＊

０．３３-0.481-0.26
〃

降水量 0.26 －０．１１ －０．５２ -0.17－０．７１＊ 0．０５ －０．４３

月間生長量と
平均気温

〃

日照

0.16

-0.53

０．１０

0.76＊0.63 0.35 －０．６１ -0.28 0．３７0.53 ０．４７

－０．０１

－０．３２

0.04

－０．１０0.26 0．０１ 0.370.27 0.13 ０．２３ -0.14

０．３２

－０．４６

〃

降水量 ０．２６ 0.290.16 0.01 0.34－０．２９ 0．３３ 0.72＊

サトウキビの生育環境には悪い状況である．そのような

時期における降水量の増加は尚一層，日照の減少と気温

の低下を促し，サトウキビの生育状態を悪化させること

が考えられる．６月はサトウキビの生育旺盛な時期にあ

り，生育は箸じるし〈増大する．その頃の降水分布をみ

ろと集中豪雨的な傾向を示し，雨量の多い割には有効に

利用される降水量は少ない．そこで，この時期の降水量

はサトウキビの生長量に大きく関与してくるが，その反

面，降水量の増加は薦茎の倒伏を促し枯死茎の増加を招

く，そのようなことから６月の降水，特に集中豪雨は茎

数に負の効果を及ぼすことが考えられろ

（２）月間生長量と気象との関係

と同時に日照増加に伴う気温，地温の上昇も茎数の増加

に作用する要因と考えられろ．逆に日照の多い７～９月

における日照の増加は土壌水分や植物体の蒸発作用を活

発にし，水分消費量を増大せしめるため，その時期にお

いては水分不足の状態にあり，しばしば干ばつ害を受け

ることがある．

それ故７月の日照の増加はサトウキビの茎数に対して

マイナスに作用するものと思われる．

（ノリ目別茎数と降水量（月別）

相関の高い月は３月と６月でｒ＝-0.71,ｒ＝-0.61

の極めて高い負の相関を示した．３月は茎数と日照との

関係でも述べたように日照が少なく，低温期でもあり，
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期の降水量がサトウキビの生長に大いに効果があること

は充分推察できろ．なお高温期の７，８月において降水

量との間に相関は認められなかった．それは降雨の分布

状況から判断できる．降雨の月別変動は７，８月に高い

値を示しているが，それは，その月の降雨分布の状況が

悪く，サトウキビの生育が不安定な状態にあるためだと

考えられる．その結果，月間生長量に対する降水量の効：

果があらわれなかったのであろう．

（ｲ）月間生長量と気温（月別）

生育初期の11,12月と伸長後期の11月に正の相関を示

し，７月の伸長中期は負の相関であった．低温期にあた

る11,12月に正の相関を示している．そのことは，サト

ウキビの生長量は気温の高い時期より，低温期の気温上

昇に大きく影響されることを意味していろ．

サトウキビの生長量と気温の関係（表４）をみろと，

ｒ＝087でy，＝2.52兆1-38.34となっていろ．これは，

サトウキビの生長が15°Ｃ以下になると生長は停止し，

15°Ｃを境に気温が上昇するにつれて生長量の増大を示

すものと考えられろ．

生育旺壗な７，８月は高温期で平均気温が２８°Ｃ～２９

°Ｃになり，サトウキビの生長に及ぼす温度効果は少な

く，むしろ気温の上昇は土壌水分や植物体の蒸発散量を

増大し，干ばつ害を受ける可能性が大きい，このため，

この時期における生長量と気温の関係は負の相関を示し

たものと思われろ．

回月間生長量と日照（月別）

生長量:と日照との間には全生育期間を通して有意な相

関は認められず，６月，１０月を除いて各月とも相関係数

は極めて低かったしかし生長量と日照の関係（表４）

をみろと，ｒ＝0.78の有意な正相関を示し，日照が生長

量に影響を及ぼすことは充分考えられろ．日照は光合成

作用を促進して植物の生長に大きく関与しているが，日

照単独の作用によるものではなく，水分や気温などの相

互作用において光合成量の効果がもたらされろ．それは

，日照が充分でも高温，降水量不足が続いた状態では蒸

散量と吸水量のバランスが崩れ，光合成量が減少し，生

育が抑制されろということからも判断できろ．八重山に

おける日照は成熟期，収穫期を除いてかなり多照状態に

あるため，日照の効果より気温，降水量の２要素が生長

量に大きく影響することが考えられろ．それで生長量と

月別日照との間に高い相関がみられなかったものと思わ

れろ．

（′）月間生長量と降水域

有意な相関を示したのは６月のｒ＝0.72だけで，その

他の月においては高い相関は認められなかった．伸長初

期の４月に負の相関を示しているが，それは次のことか

ら考察されろ．４月頃は夏植の最終培士期にあたり，降

水量の増加は土壌中の通気性を悪くし，サトウキビの生

育，生長を抑制することが考えられろ．伸長中期の６月

において降水量が有効なものであることを示している

が，その頃は気温が高く，またサトウキビの生育が一番

盛んな時期にあり水分要求鉦が増大する．それ故その時

表４生長量と気象要因との相関

露JiiiiIJl菫tfL4i三ｉｆⅢLriiij
4．摘要

1965～1975年の八重山支場における気象感応試験の結

果に基づいてサトウキビの収量構成要素と気象要素との

関係について検討した．結果の概要は次のとおりであ

る．

１）収量の構成要素である収穫時の茎数，茎丈，茎径

と収量との相関関係は茎数，茎丈において有意な相関が

認められ，収量には収穫時の茎数，茎丈の２要素が強く

影響を及ぼすことがわかった．

２）収穫時の茎数，茎丈がどの時期（月別）の茎数，

生長鼠によって大きく影響を受けるかを検討した結果

は，収穫時の茎数と月別茎数との間に高い相関がみられ

たのは７月以降の茎数で，有効分けつ期においては相関

は低かった．以上のことから収穫期の茎数は７月以降の

茎数により推定できることがわかった．収穫時の茎丈は

４～７月の月間生長量と高い正の相関を示し，収穫時の

茎丈がその期間の生長量に左右されることがわかった．

３）月別茎数と気象要因との関係をみると，１２月の低

温期において茎数に及ぼす温度の効果は大きい．３月の

短日照期間は日照の効果が顕著であるが，日照が多く高

温期の７月の日照は茎数減少の原因となることが考え

られた．生育旺盛な時期における降水量の増大，特に集

中豪雨は薦茎の倒伏を招き，枯死茎の増加をもたらすた

め，茎数には負の効果を及ぼす．

４）月間生長量は低温期の11,12月の温度条件によっ

て影響され，その期間の気温の上昇は生長量を増大する

が，高温期においては生長量を抑制する．日照との間に
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大きな相関は認められず，両者の関係は明らかではなか

った．生育盛んな６月には，日照，気温とも高く，植物

体の水分要求量も増大しているため，この時期の降水量

が生長量に大きく関与していることが考えられた．

係に関する実験的研究．農技研報告Ａ第11号．
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号（模範農場）．

(4)松島松三・田中考幸・星野孝文１９６４水稲収

量の成立原理とその応用に関する作物学的研究第

70報日作紀33(1):53～58.

(5)宮川敏男・波多江政光・石丸治澄１９７５大豆
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